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○ 高等学校通信制課程は、勤労青年に高等学校教育の機会を提供するものとして戦後に制度化され、教室授業を中心とす
る全日制課程・定時制課程とは異なり、通信手段を主体とし、生徒が自宅等で個別に自学自習することとして、添削指導・面
接指導・試験の方法により教育を実施している。また、これらに加えて多様なメディアを利用した指導を行うことができる。

○ 近年では、学習時間や時期、方法等を自ら選択して自分のペースで学ぶことができる通信教育ならではの特長を生かして
、勤労青年のみならず、スタートラインも目指すゴールも異なる多様な生徒に対して教育機会を提供している。

教育課程の特例
・ 各教科・科目の添削指導の回数、面接指導の単位時間の標準は、全日
制課程・定時制課程とは異なり、下表のとおり定められている。

・ 多様なメディアを利用して行う学習を計画的かつ継続的に取り入れて指導
を行った場合には、面接指導等の時間数のうち10分の６以内の時間数を
免除することができる（生徒の実態等を考慮して特に必要がある場合は、複
数のメディアを利用することにより、合わせて10分の８以内の時間数を免除
することができる）。

面 接 指 導
（スクーリング）

添 削 指 導 試 験
生徒が提出するレポートを
教師が添削し、生徒に返
送することにより指導を実
施

教師から生徒への対面指導
、生徒同士の関わり合い等
を通じて、個々の生徒のもつ
学習上の課題を考慮した個
人差に応ずる指導を実施

添削指導・面接指導等に
よる指導を踏まえ、個々の
生徒の学習状況等を評価

多様なメディアを利用した指導
ラジオ・テレビ放送やインターネット等を利用して学習し、
報告課題の作成等を通じて指導を実施

各教科・科目等 添削指導
（回）

面接指導
（単位時間）

国語、地理歴史、公民及び数
学に属する科目 ３ １

理科に属する科目 ３ ４
保健体育に属する科目

のうち「体育」 １ ５

保健体育に属する科目
のうち「保健」 ３ １

芸術及び外国語に属する科目 ３ ４
家庭及び情報に属する科目並

びに専門教科・科目
各教科・科目の必
要に応じて２～３

各教科・科目の必
要に応じて２～８

（※）学校設定教科に関する科目のうち専門教科・科目以外のもの、理数に属する科目及び総合的な探究の
時間の添削指導の回数及び面接指導の単位時間数は、１単位につき、それぞれ１回以上及び１単位時
間以上確保した上で、各学校で設定。

（※）特別活動は、ホームルーム活動を含めて、卒業までに30単位時間以上指導。

通信教育の方法 （※ 高等学校学習指導要領第１章第２款５）

高等学校通信制課程の概要
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○ 高等学校の学校数について、令和2年5月1日現在では、全日制課程を置く高等学校は4,702校（全体の
84.0％）、定時制課程を置く高等学校は640校（全体の11.4％）、通信制課程を置く高等学校は257校（全体の
4.6％）。

高等学校の学校数（令和２年５月１日現在）

国立 公立 私立 総数
独立校 － 7 110 117
併置校 － 71 69 140
総計 － 78 179 257

（協力校） － 161 174 335

（通信制課程）

国立 公立 私立 総数

全日制 15 2,924 1,295 4,234

定時制 ー 168 4 172

全定併設 ー 445 23 468

総計 15 3,537 1,322 4,874

（全日制・定時制課程）

全日制, 
4702校, 
84.0%

定時制, 
640校, 11.4%

通信制, 
257校, 4.6%

（校）

（校）

2（出典）文部科学省「学校基本調査」



高等学校の学校数（公私別推移）
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○ 高等学校の学校数の推移について、近年、全日制・定時制課程を置く高等学校の校数は全体として減少傾向にある
が、通信制課程を置く高等学校の校数は全体として増加傾向にある。

○ 公私別で見れば、公立通信制の校数はわずかに増加している一方で、私立通信制の校数は大きく増加している。

（校） （校）

全日
定時

通信
公立 私立 計

S45 4,798 67 15 82

S50 4,946 70 18 88

S55 5,208 72 16 88

S60 5,453 68 18 86

H2 5,506 67 17 84

H7 5,501 68 25 93

H12 5,478 69 44 113

H17 5,418 76 99 175

H22 5,116 72 137 209

H27 4,939 77 160 237

R2 4,874 78 179 257

（校）
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（出典）文部科学省「学校基本調査」



高等学校の生徒数（令和２年５月１日現在）

国立 公立 私立 総数

全日制 8,452 1,989,163 1,015,093 3,012,708

定時制 － 76,817 2,539 79,356

通信制 － 55,427 151,521 206,948

○ 高等学校の生徒数について、令和2年5月1日現在では、全日制課程では3,012,708人（全体の91.3％）、定時
制課程では79,356人（全体の2.4％）、通信制課程では206,948人（全体の6.3％）。

全日制,
3,012,708 人,

91.3%

定時制,
79,356 人, 2.4%

通信制, 
206,948 人, 6.3%

（人）

4

（※１）全日制・定時制課程の生徒数には、専攻科・別科に属する生徒数を含む。
（※２）通信制課程の生徒数には、他からの併修者の数は含まれていない。

（出典）文部科学省「学校基本調査」



高等学校の生徒数（公私別推移）
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（万人）

○ 高等学校の生徒数の推移について、近年、全日制・定時制課程の生徒数は全体として減少傾向にあるが、通信制課
程の生徒数は全体として増加傾向にある。

○ 公私別で見れば、私立通信制の生徒数が大きく増加している一方で、公立通信制の生徒数は徐々に減少している。

全日
定時

通信
公立 私立 計

S45 4,231,542 95,848 52,900 148,748

S50 4,333,079 95,674 46,125 141,799

S55 4,621,930 87,104 37,766 124,870

S60 5,177,681 86,282 46,362 132,644

H2 5,623,336 97,271 69,715 166,986

H7 4,724,945 97,330 56,653 153,983

H12 4,165,434 107,854 74,023 181,877

H17 3,605,242 93,770 89,748 183,518

H22 3,368,693 86,843 100,695 187,538

H27 3,319,114 66,702 113,691 180,393

R2 3,092,064 55,427 151,521 206,948

（万人）（人）

（※１）全日制・定時制課程の生徒数には、専攻科・別科に属する生徒数
を含む。

（※２）通信制課程の生徒数には、他からの併修者の数は含まれていない。
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通信制課程の年齢別生徒数（全体推移）
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○ 通信制課程の年齢別生徒数について、令和２年5月1日現在では、15歳が39,360人（19.0%）、16歳が
52,647人（25.4％）、17歳が62,737人（30.3％）、18歳が18,876人（9.1％）、19歳が7,674人
（3.7％）、20歳～24歳が14,569人（7.0％）、25歳以上が11,085人（5.4％）。

○ 通信制課程の生徒層は、全体として若年化している傾向にある。

15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20～24歳 25～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
S60 19,282 16,839 15,725 14,020 5,377 14,466 10,662 21,700 11,197 2,564 812 
H2 27,147 26,237 24,737 19,233 8,480 21,795 9,764 14,846 10,434 3,221 1,092
H7 21,117 22,202 25,894 12,144 9,894 28,830 12,453 8,525 8,399 3,386 1,139
H12 20,788 28,229 36,303 21,400 13,567 30,112 14,398 8,095 4,497 3,134 1,354
H17 18,714 28,852 39,870 22,819 14,092 33,143 10,962 8,510 3,030 2,292 1,234
H22 24,401 34,839 44,664 22,506 12,272 27,860 10,485 5,895 2,268 1,185 1,163
H27 27,088 39,022 49,106 17,927 9,816 22,443 7,335 4,995 1,573 492 596
R2 39,360 52,647 62,737 18,876 7,674 14,569 4,906 4,172 1,256 428 323

（人）

（出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の年齢別生徒数（公私別推移）
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○ 公立通信制では、生徒層の若年化が見られるが、若年層のみならず多様な年齢層の生徒が学んでいる状況にある。
○ 私立通信制では、従前から若年層の生徒が多く学んでいる状況にある。

（公立通信制）

（私立通信制）

（出典）文部科学省「学校基本調査」
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（出典）「定時制・通信制高等学校における教育の質の確保のための調査研究」報告書（平成29年度文部科学省委託事業）
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小・中学校及び前籍校における不登校経験がある生徒 48.9％ 66.7%
外国とつながりがある（外国籍・日本語を母語としない）生徒 2.8％ 2.4%
ひとり親家庭の生徒 26.9％ 18.7%
非行経験（刑法犯罪等）を有する生徒 2.1％ 4.1%
特別な支援を必要とする生徒 11.8％ 3.0%
心療内科等に通院歴のある生徒 11.0％ 4.8%

通信制課程に在籍する生徒の就業状況及び実態等
【在籍生徒の就業状況】

【在籍生徒の実態等】
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通信制課程の年度間入学者数（公私別推移）
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○ 通信制課程の年度間入学者数は、全体として増加傾向にある。
○ 公私別で見れば、私立通信制の生徒数が大きく増加している一方で、公立通信制の生徒数はやや減少している。

（万人）
公立 私立 計

H17 19,191 39,686 58,877
H18 17,671 39,438 57,109
H19 18,502 40,620 59,122
H20 19,490 40,486 59,976
H21 17,913 41,470 59,383
H22 19,700 44,276 63,976
H23 17,098 45,815 62,913
H24 16,664 48,132 64,796
H25 15,886 47,679 63,565
H26 14,497 49,339 63,836
H27 13,867 51,744 65,611
H28 12,524 53,382 65,906
H29 12,752 57,939 70,691
H30 13,253 60,432 73,685
R１ 14,079 66,711 80,790

（人）

（※１）年度間入学者数とは、その年度の4月1日から3月31日までに入学を決定した者の数
を示す。なお、転学者・転籍者はその数に含む。 （出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の年度途中入学者数（公私別推移）
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○ 通信制課程の年度途中入学者数は、全体として増加傾向にある。
○ 公私別で見れば、年度間入学者のうち年度途中入学者が占める割合は、私立通信制の方が公立通信制よりも高い
状況が続いており、令和元年度間では、公立通信制が13.8％、私立通信制が32.1％となっている。

公立 私立 計
実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

H17 1444 7.5% 12951 32.6% 14395 24.4%
H18 527 3.0% 12657 32.1% 13184 23.1%
H19 1510 8.2% 14309 35.2% 15819 26.8%
H20 1914 9.8% 13439 33.2% 15353 25.6%
H21 433 2.4% 14460 34.9% 14893 25.1%
H22 2318 11.8% 14934 33.7% 17252 27.0%
H23 926 5.4% 16242 35.5% 17168 27.3%
H24 1902 11.4% 15752 32.7% 17654 27.2%
H25 1700 10.7% 15757 33.0% 17457 27.5%
H26 2081 14.4% 15652 31.7% 17733 27.8%
H27 2172 15.7% 17453 33.7% 19625 29.9%
H28 1634 13.0% 16877 31.6% 18511 28.1%
H29 1841 14.4% 19378 33.4% 21219 30.0%
H30 2207 16.7% 20658 34.2% 22865 31.0%
R1 1946 13.8% 21393 32.1% 23339 28.9%

（※１）年度途中入学者数とは、その年度の5月2日から3月31日までに入学を決定した者の
数を示す。なお、転学者・転籍者はその数に含む。

（※２）表中の「割合」は、年度間入学者数のうち年度途中入学者数が占める割合をいう。 （出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の履修者数（公私別推移）
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公立 私立 計
実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

H17 61,022 60.8% 88,550 98.6% 149,572 78.6%
H18 59,334 61.1% 86,662 94.9% 145,996 77.5%
H19 59,412 62.4% 78,673 84.8% 138,085 73.4%
H20 58,542 62.1% 80,529 84.7% 139,071 73.5%
H21 60,401 64.3% 84,618 86.2% 145,019 75.5%
H22 61,850 66.6% 85,573 84.9% 147,423 76.1%
H23 58,229 64.7% 88,788 85.4% 147,017 75.8%
H24 54,853 64.1% 103,072 94.5% 157,925 81.1%
H25 50,639 63.7% 106,069 95.9% 156,708 82.4%
H26 47,121 62.7% 108,222 96.1% 155,343 82.7%
H27 43,165 61.1% 109,584 96.3% 152,749 82.9%
H28 41,189 62.2% 114,106 96.5% 155,295 84.2%
H29 37,992 60.7% 117,854 96.0% 155,846 84.1%
H30 36,750 61.4% 125,455 97.1% 162,205 85.8%
R1 37,702 64.2% 137,926 97.6% 175,628 87.8%
R2 37,978 65.6% 144,450 95.3% 182,428 87.1%

（※１）履修者数とは、その年度の5月1日時点における、自校の通信制課程の生徒に他からの併
修者を加えた数のうち、実際に1科目以上履修している生徒の数を示す。科目履修生は除く。

（※２）表中の「割合」は、自校の通信制課程の生徒に他からの併修者を加えた数のうち履修者数
が占める割合を示す。

○ 通信制課程の履修者数は、全体として増加傾向にある。
○ 公私別で見れば、 全体の生徒のうち履修者が占める割合は、私立通信制の方が公立通信制よりも高い状況が続いて
おり、令和２年５月１日現在では、公立通信制が65.6％、私立通信制が95.3％となっている。

（出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の単位修得者数（公私別推移）
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○ 通信制課程の単位修得者数は、全体として増加傾向にある。
○ 公私別で見れば、 全体の生徒のうち単位修得者が占める割合は、私立通信制の方が公立通信制よりも高い状況が
続いており、令和元年度間では、公立通信制が49.2％、私立通信制が85.9％となっている。

公立 私立 計
実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

H17 37,709 39.2% 75,467 78.8% 113,176 59.0%
H18 36,818 40.1% 82,737 85.6% 119,555 63.5%
H19 37,128 40.9% 84,301 83.7% 121,429 63.4%
H20 35,232 38.6% 85,844 83.6% 121,076 62.4%
H21 36,605 41.2% 75,656 70.8% 112,261 57.4%
H22 39,305 44.1% 86,868 78.9% 126,173 63.3%
H23 41,579 48.9% 83,977 73.4% 125,556 62.9%
H24 35,724 44.5% 103,743 87.7% 139,467 70.2%
H25 36,466 48.6% 105,436 88.1% 141,902 72.9%
H26 32,481 45.7% 109,321 90.0% 141,802 73.6%
H27 31,820 47.3% 113,384 91.7% 145,204 76.1%
H28 29,960 48.1% 115,960 90.5% 145,920 76.7%
H29 26,929 45.5% 122,849 90.7% 149,778 77.0%
H30 26,271 45.7% 126,958 89.2% 153,229 76.7%
R1 27,384 49.2% 133,267 85.9% 160,651 76.2%

（※１）単位修得者数は、その年度の4月1日から3月31日までに自校の通信教育で1科目以上
の単位を修得した者の数を示す。なお、他からの併修者でも単位を修得した者はその数に含む。

（※２）表中の「割合」は、その年度の5月1日時点における自校の通信制課程の生徒及び他から
の併修者の数に年度途中入学者数を加えて年度間退学者数を減じた数のうち、その年度の単
位修得者数が占める割合を示す。 （出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の年度間退学者数（公私別推移）

13

○ 通信制課程の年度間退学者数は、全体として概ね横ばいとなっている。
○ 公私別で見れば、全体の生徒のうち年度間退学者が占める割合は、近年、公立通信制の方が私立通信制よりもやや
高い状況が続いており、令和元年度間では、公立通信制が8.2％、私立通信制が4.7％となっている。

公立 私立 計
実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

H17 5,715 5.6% 7,017 6.8% 12,732 6.2%
H18 5,852 6.0% 7,340 7.1% 13,192 6.5%
H19 5,984 6.2% 6,409 6.0% 12,393 6.1%
H20 4,914 5.1% 5,848 5.4% 10,762 5.3%
H21 5,595 5.9% 5,709 5.1% 11,304 5.5%
H22 5,981 6.3% 5,670 4.9% 11,651 5.5%
H23 5,908 6.5% 5,799 4.8% 11,707 5.5%
H24 7,205 8.2% 6,538 5.2% 13,743 6.5%
H25 6,179 7.6% 6,768 5.4% 12,947 6.2%
H26 6,178 8.0% 6,776 5.3% 12,954 6.3%
H27 5,546 7.6% 7,546 5.8% 13,092 6.4%
H28 5,531 8.2% 7,102 5.3% 12,633 6.2%
H29 5,300 8.2% 6,805 4.8% 12,105 5.9%
H30 4,669 7.5% 7,526 5.0% 12,195 5.8%
R1 4,946 8.2% 7,623 4.7% 12,569 5.6%

（※１）年度間退学者数とは、その年度の4月1日から3月31日までに退学した者の数を示す。
なお、転学者・転籍者はその数に含む。

（※２）表中の「割合」は、その年度の5月1日時点における自校の通信制課程の生徒及び他
からの併修者の数に年度途中入学者数を加えた数のうち、年度間退学者数が占める割合を
示す。 （出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の卒業後の状況（令和元年度間）

14

○ 通信制課程の卒業後の状況について、令和２年５月１日現在、令和元年度間に卒業した者のうち、大学等進学者
が17.6％、専修学校（専門課程）進学者が23.3％、就職者が23.1％。

（※１）大学等進学者とは、大学（学部）、短期大学（本科）、大学・短期大学の通信教育部（正規の課程）及び放送大学（全科履修生）、大学・短期大
学（別科）、高等学校（専攻科）及び特別支援学校高等部（専攻科）へ進学した者及び進学しかつ就職した者を示す。

（※２）専修学校（専門課程）進学者とは、専修学校の専門課程（高等学校卒業程度を入学資格とする課程で通常、専門学校と称する。）へ進学した者及び進
学しかつ就職した者を示す。

（※３）専修学校（一般課程）等入学者とは、専修学校の一般課程及び高等課程又は各種学校（予備校等）に入学した者及び入学しかつ就職した者を示す。
なお、各種学校への進学者は、正式な認可を受けている学校に進学した者に限る。

（※４）公共職業能力開発施設等入学者とは、公共職業能力開発施設等（看護師学校養成所、海技大学校及び水産大学校など学校教育法以外の法令に基づ
いて設置された教育訓練機関含む）に入学した者及び入学しかつ就職した者を示す。

（※５）就職者とは、上記の※１～４以外で就職した者の数を示す。なお、就職とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。
（※６）左記以外の者とは、家事手伝いをしている者、外国の学校に入学した者、上記の※１～５に該当しない者で進路が未定であることが明らかな者を示す。
（※７）不詳・死亡の者とは、卒業者のうち、上記の※１～６のいずれかに該当するか不明の者、その年の５月１日までに死亡した者を示す。

（出典）文部科学省「学校基本調査」
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通信制課程の年度間卒業者数（令和元年度間）

15

卒業者数
（人）

大学等進学者 専修学校（専門課程）
進学者

専修学校（一般課程）
等入学者

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

全日制 1,018,479 575,843 56.5% 171,679 16.9% 44,699 4.4%

定時制 18,805 2,498 13.3% 3,143 16.7% 474 2.5%

通
信
制

計 60,691 10,688 17.6% 14,162 23.3% 1,037 1.7%

公立 8,042 940 11.7% 1,053 13.1% 104 1.3%

私立 52,649 9,748 18.5% 13,109 24.9% 933 1.8%

公共職業能力開発施
設等入学者 就職者 左記以外の者 不詳・死亡の者

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

実数
（人）

割合
（％）

全日制 5,213 0.5% 175,621 17.2% 45,155 4.4% 269 0.0%

定時制 444 2.4% 9,221 49.0% 2,992 15.9% 33 0.2%

通
信
制

計 589 1.0% 14,035 23.1% 19,612 32.3% 568 0.9%

公立 82 1.0% 2,166 26.9% 3,590 44.6% 107 1.3%

私立 507 1.0% 11,869 22.5% 16,022 30.4% 461 0.9%
（出典）文部科学省「学校基本調査」



通信制課程の教員数（令和２年５月１日現在）
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校長 副校長 教頭 主幹
教諭

指導
教諭 教諭 助教諭 養護

教諭
養護
助教諭

栄養
教諭 講師 計

公
立

本務者 ８ 15 74 15 2 1,293 1 14 4 0 107 1,533

兼
務
者

校内 - 0 0 0 0 110 0 7 10 0 246 373

協力校 - 0 30 16 0 1,192 0 13 4 0 417 1,672

その他 0 0 1 0 0 37 0 14 14 0 444 510

小計 8 15 105 31 2 2,632 1 48 32 0 1,214 4,088

私
立

本務者 94 75 193 119 35 2,665 8 83 0 0 519 3,791

兼
務
者

校内 - 7 12 10 2 446 2 45 1 0 943 1,468

協力校 - 5 7 0 0 256 0 4 0 0 294 566

その他 15 6 7 0 1 186 2 23 1 0 4,921 5,162

小計 109 93 219 129 38 3,553 12 155 2 0 6,677 10,987

計

本務者 102 90 267 134 37 3,958 9 97 4 0 626 5,324

兼
務
者

校内 - 7 12 10 2 556 2 52 11 0 1,189 1,841

協力校 - 5 37 16 0 1,448 0 17 4 0 711 2,238

その他 15 6 8 0 1 223 2 37 15 0 5,365 5,672

総計 117 108 324 160 40 6,185 13 203 34 0 7,891 15,075

（出典）文部科学省「学校基本調査」


